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　都民、そして国民が待ち望んだ、ラグビーワールドカップ

2019 ™日本大会は、2019 年９月 20 日、東京スタジアムで開幕し、

空前の盛り上がりの中、11月２日に閉幕しました。アジアで初、

そしてラグビー伝統国以外で初の開催となった今大会は、日本

代表チームが初めてベスト８に進出するなど、日本中に大きな

感動と勇気を与え、まさに記憶に残る大会となりました。

　都は、12 の開催都市の１つとして、試合会場の提供、会場

周辺における観客誘導や警備、大会気運の醸成、ファンゾーン

の運営、ボランティアによる活動支援等を担ってまいりました。

公益財団法人ラグビーワールドカップ 2019 組織委員会をはじめ、大会を共に支えた全国

の開催都市の皆様、ボランティアなどの大会関係者や事業者の皆様、そして都内各地で

大会の盛り上げにご尽力いただいた区市町村や住民の皆様が、「ONE TEAM」となって力を

合わせ、大成功と誇れる大会となったことに、深く感謝申し上げます。

　世界的なスポーツの祭典であるラグビーワールドカップの開催は、都民、国民のスポー

ツへの関心を高める機会となったことはもちろんですが、国内外から訪れた大勢の観客

が、スタジアムのみならずファンゾーンにおいても、敵味方の隔てなく交流し、大いに

盛り上がるとともに、ボランティアの皆様のおもてなしを通じて、日本のホスピタリティ

を世界の方々に感じてもらうなど、素晴らしい大会になりました。

　この報告書は、様々な主体との連携のもと、今大会に向けた準備などの軌跡や大会期

間中の取組を、目前に迫る東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に活かすと

ともに、後世に長く伝えるために作成したものです。

　都は、ラグビーワールドカップ 2019 ™日本大会で得られた一体感や貴重な経験を、東

京のラグビー文化として定着させるとともに、「スポーツ都市東京」の実現、そしてスポー

ツを通じた東京の発展につなげてまいります。

　結びに、今大会の開催に向けて、ご協力いただきました関係各位に改めて感謝を申し

上げ、発刊にあたってのご挨拶といたします。

2020（令和２）年３月

東京都知事

「ラグビーワールドカップ2019™大会報告書
～東京開催の記録～」の発刊にあたって

　アジアで初、ラグビーの伝統国以外で初の大会として世界中

の注目を集めたラグビーワールドカップ 2019 ™日本大会を、全

国 12 開催都市の皆様とともに、成功裏に開催できましたこと

を大変喜ばしく思います。

　44 日間の大会期間中に行われた 45 試合（中止３試合を除く）

で、入場者数は 170 万 4,443 人を記録し、全スタジアム、全試

合ほぼ満員のファンで埋まりました。各開催都市のファンゾー

ンには、大会史上最多となる 113 万７千人が来場し、試合会場

にも負けない熱気に包まれました。

　まさに今大会は、日本開催が決定した 10 年前には想像もできなかったラグビーの大き

なうねりが日本全国に生まれ、アジアから世界中に広がっていった“Ground breaking”

な大会といえるでしょう。これもひとえに、2015 年３月の開催都市決定から試合会場の

整備、イベントやプロモーションによる機運醸成、大会公式ボランティアの募集など大会

の準備から当日の運営に至るまで多岐に渡る御助力をいただきました東京都の皆様の御

尽力の賜物と存じます。東京都の関係者の皆様、スタッフ、ボランティア等、大会に関わっ

た全ての方にこの場をお借りして深く感謝を申し上げます。

　今大会では、日本代表の活躍もさることながら、各国選手達の素晴らしいプレーと清々

しく潔い精神が人々を魅了しただけでなく、全てのチームが草の根の地域交流を通じて

ラグビーの魅力を伝えてくれました。

　大会を契機に全国の隅々に広がったラグビー熱を、今後も絶やさず日本ラグビーの発

展につなげていきたいと思っております。また、この熱を日本のみならず、世界的規模

に広げることで、ラグビーの更なる普及が実現されることを祈念いたします。

2020（令和２）年３月

公益財団法人ラグビーワールドカップ 2019 組織委員会 会長　　御手洗 冨士夫

ラグビーワールドカップ2019™を終えて
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